予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林道費　　　
	事業名　新　白山林道利用促進事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　林政部　治山課　公有林係　電話番号：058-272-1111（内3165）

　　　　　　　E-mail：c11519@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　          　　　27,500千円（前年度予算額：      - 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	27,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	27,500

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・白山林道は森林開発公団が着工し、昭和49年、昭和51年に森林開発公団から岐阜県、そして林業公社（現岐阜県森林公社）に移管され、昭和52年に供用を開始した。

・供用開始以来、平成25年度までに、累計約327万台が利用してきたが、その利用台数が平成5年頃をピークに減少傾向にあり、過去3ヶ年の利用台数は平均6万8千台となっている。

・白山林道の利用台数の増加に向け、当該道路、管理運営している（公社）岐阜県森林公社と地元白川村、白山市などと連携して、イベントを開催するなど、利用台数の増加に向けさまざまな取り組みを行っている。
・広域的観光道路として積極的に活用していくため、白山林道の新愛称を全国からの応募により「白山白川郷ホワイトロード」とした。また、通行料金を平成27年度から半額に値下げすることとなった。

（9月8日知事懇談会において発表済み）。
・石川県と連携し、白山白川郷ホワイトロードの誘客、PR活動を積極的に進めていくこととする。

・料金の値下げにより、観光客誘致効果が認められる一方、道路管理者である、（公社）岐阜県森林公社の白山林道会計に負担が生じ、白山林道の運営に支障をきたすことになるため、その支援が必要不可欠である。
（２）事業内容

【補助対象業務】

白山林道維持管理運営費用（人件費、旅費、需用費、料金徴収委託料等）
【補助対象及び補助率並びに補助限度額】
      維持管理運営費の10/10以内
（３）県負担・補助率の考え方

白山林道は、森林開発公団から岐阜県、そして林業公社（現岐阜県森林公社）へ移管されており、監督官庁である岐阜県が公社の事業運営に支障のないよう支援するのが妥当である。また、料金見直しによる林道利用者の増加は、岐阜県の地域活性化、観光振興につながる。
補助率は、林道管理運営に支障を来さないよう、不足分を補助するため10/10とする。
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	27,500
	（公社）岐阜県森林公社白山林道管理運営費に対する助成。

	合計
	27,500
	


	　決定額の考え方　




　参考事項
（１）国・他県の状況

　　　料金の見直しについて石川県と合意済み。
（２）後年度の財政負担
　　　料金改定は暫定措置とし、３年後に当該補助金の継続等について必要な検討を実施
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　白山林道の利用料値下げによる、岐阜県森林公社の白山林道会計の収入減額分により白山林道の運営に支障をきたさないようするとともに、白山林道の利用台数を約１割増加させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	白山林道利用台数
	60,380
（H25）
	－
（H－）
	－
（H－）
	－
（H－）
	66,000
（H27）
	％
　－

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　白山林道を広域的観光道路として積極的に活用していくため、新愛称を決定し通行料金を値下げする。利用台数増加による観光客誘致が見込まれる一方、収入が減少し、白山林道の運営に支障をきたすことになるため、その支援が必要不可欠である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　昭和52年の供用開始後、30年以上経過し、補修・改良に毎年多大な経費が必要となっている。また、利用台数は供用期間（特に土日祝日）の天候に左右されるともに、景気動向や燃料費の価格にも左右される側面を持っている。　


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

平成２７年春に北陸新幹線（長野～金沢間）が開業し、石川県側からの利用客の増加も見込まれることから、白山林道を利用した岐阜県内への観光ルートとして継続して利用を促進していく。


